
村
内
一
斉
大
清
掃

　
き
れ
い
な
村
づ
く
り
の
た
め
、
村
内

一
斉
に
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
地
区
ご
と
に
区
長
さ
ん
の
指
示
の
も

と
、
道
路
や
公
園
な
ど
に
散
乱
す
る
ご

み
の
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
10
月
18
日（
日
）

　
午
前
７
時
30
分
～

※
雨
天
実
施
、
荒
天
中
止
の
場
合
は
、

当
日
の
同
報
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
清
掃
終
了
は
各
地
区
の
区
長
さ
ん
の

指
示
に
よ
り
ま
す
。

●
お
願
い

・
収
集
ご
み
は
、３
種
類
の
ご
み
袋（
可

燃
・
不
燃
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
）
に

分
け
て
地
区
ご
と
に
収
集
場
所
に
集

め
て
く
だ
さ
い
。（
午
前
9
時
頃
か

ら
順
番
に
業
者
が
回
収
し
ま
す
。）

・
収
集
し
た
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
び
ん
な
ど
の
資
源
ご
み
は
、
種

類
ご
と
に
分
け
て
地
区
ご
と
に
収
集

場
所
に
集
め
て
く
だ
さ
い
。

・
個
人
の
粗
大
ご
み
は
、
別
に
許
可
を

と
っ
て
、
投
棄
場
に
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。
方
法
は
す
こ
や
か
カ
レ
ン

ダ
ー
に
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
ご
不

明
な
点
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

　
清
掃
活
動
を
行
う
際
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
に
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
、
軍

手
等
を
使
用
す
る

・
ご
み
袋
の
口
を
し
っ
か
り
し
ば
る

・
空
き
缶
等
の
資
源
ご
み
は
、
な
る
べ

く
分
別
す
る

・
活
動
後
は
水
と
石
け
ん
で
丁
寧
に
手

洗
い
を
す
る

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る

●
問
合
せ
先

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
環
境
課

福
祉
医
療
受
給
証
の
更
新

　
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
の
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
有
効
期
限
が
「
令

和
８
年
10
月
31
日
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
方
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
10
月
上
旬
に
対
象
の
方
へ
更
新
申
請

書
等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
引
き
続
き
該
当
す
る
方
に
は
、
新
し
い

受
給
者
証
を
10
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
受
給
者

証
は
、
ご
自
宅
に
お
い
て
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
民
生
部
住
民
課

i n f o rm a t i o n

　 飛島村選挙管理委員会では、 パブリ ッ ク コ メ ン ト によ る 意見等を 踏まえ、 令和9 年執行予定の

愛知県知事選挙よ り 、 投票区およ び投票所を 3 か所から 1 か所に集約し ます。

投票区および投票所を集約し ます

●問合せ先　 選挙管理委員会事務局（ 総務部総務課）

●集約に伴う 支援・ 対策

（ 1 ）投票日当日の移動支援

選挙当日について、 廃止と な る 新政

成集会所およ び大宝集会所から 、 中

央公民館ホールま で を 、 公用車で 移

送する 手法を 予定し ています。

（ 2 ）投票所の混雑緩和

飛島投票所に設置する 記載台を 増設

し 、 場内混雑の緩和に努めます。

●集約後の投票区

※以前ま で投票所と し て 使用し て いま し た「 政

成投票区（ 新政成集会所）」、「 大宝投票区（ 大

宝集会所）」 で は投票がで き な く な り ま すの

で、 ご注意く ださ い。

【 変更前】3 か所 【 変更後】1 か所

飛島投票区

（ 中央公民館ホール）

飛島投票区
（ 中央公民館ホール）

政成投票区
（ 新政成集会所）

大宝投票区

（ 大宝集会所）
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　 本村では、 地域の防犯機能の維持・ 強化を 目的と し て、 防犯対策に要し た経費の一部を 補助し てい

ます。

●対 象 と な る 物： 防犯ガラ スまたは防犯フ ィ ルム、 防犯機能付き 電話、 自家用車両の盗難防止装

置　 など

●対象と なら ない物： 防犯対策以外の目的を 有する物（ 犬、玉砂利、門扉等）や護身用具（ 防犯スプレ ー、

スタ ンガン、 警棒、 防犯ブザー等）　 など

●必 要 書 類： ①補助金申請書一式　 ②領収書の原本

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ③製品保証書の写し（ 保証書の無いも のについては不要です）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ④振込先と なる通帳の写し 　 ⑤施工後の写真

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※購入年度内に必要書類の提出を お願いし ます。

【 令和6 年度以前に申請さ れた方へ】

　 令和6 年度までに追加の補助額が累計で上限額の2 0 ,0 0 0 円に達し た方は、 補助金の申請ができ ま

せんでし たが、 令和6 年度末を も っ て累計額のリ セッ ト を し まし た。

　 ご家庭や事務所などで防犯対策強化のため、 補助金の活用を ぜひご検討く ださ い。

　 本村では、 災害に強いむら を 実現するこ と を 目的と し て、 感震ブレ ーカ ーの設置に要し た経費の一

部を 補助し ています（ 令和8 年度から 令和1 2 年度までに限る）。

●対 象 と な る 物： 一定以上の揺れを 感知し て自動的に通電を 遮断する機具であっ て、 感震ブレ ー

カ ー等の性能評定ガイ ド ラ イ ン（ 内閣府）に定める性能評価に基づく 一般社団法

人日本配線システム工業会または一般社団法人日本消防設備安全センタ ーの認

証があるも の（ コ ンセン ト タ イ プを 除く ）。

●必 要 書 類： ①補助金申請書一式　 ②設置し た機具が、 一般社団法人日本配線システム工業

会または一般社団法人日本消防設備安全センタ ーの性能評価に係る認証を 有す

るこ と が分かるカ タ ログ等の書類

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ③領収書の原本　 ④製品保証書の写し（ 保証書のないも のについては不要です）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑤振込先と なる通帳の写し 　 ⑥施工後の写真

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※購入年度内に必要書類の提出を お願いし ます。

●対 象 者： 村内に住所を 有する方（ 住民基本台帳に記録または外国人登録原票に登録さ れている方）

や村内に住所を 有する企業

●補助率等： 購入金額および設置費用の2 分の1 の額または2 0 ,0 0 0 円のいずれか低い額

●補 助 額： 全世帯・ 全企業に偏り なく 補助を 行える よう に、 1 世帯・ 企業あたり の補助額を 単年度

の上限額と 併せて、 累計での上限額（ 2 0 ,0 0 0 円）を 定めています。

●問合せ先　 総務部総務課

防犯・ 防災対策に補助金を ご 活用く ださ い

防犯対策補助金

感震ブレーカ ー設置費補助金

村公式ホームページ
「 飛島村防犯対策補助金」

村公式ホームページ
「 飛島村感震ブレーカー設置費補助金」

共通事項

広報と びし ま／2 0 2 6 年1 0 月5
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※

※

在住・ 在勤問わず

「 令和8 年度飛島村男女
共同参画サテライト セミ ナー」

総務部 企画課への

午後5 時

高校卒業後、単身アメ リ カ・ テキサス州ダラスへ渡米。 

ダラス・ バプティ スト 大学、メ ディ アコミ ュニケーショ ン学部卒業。

平成1 5 年4 月から  Z I P-FM  ミ ュージック・ ナビゲータ ー。Z I P-FM の歴代最長女性 D J とし て、

さ ら に初のママ D J とし て活動。

なお、現在もイベント  M C 、ラジオ・ テレビ C M  のナレータ ー、またコミ ュニケーショ ン講師とし て

企業・ 行政にて講演多数。

子育てコミ ュニティ  l i n k & M (リ ンクミ ー) 代表。
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児
童
ク
ラ
ブ
年
間
利
用
案
内

　
令
和
９
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ
年
間
利

用
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
利
用
案
内
等
を
10
月
9
日
（
金
）か
ら

飛
島
学
園
内
児
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
し
ま

す
の
で
、
期
間
内
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

●
利
用
期
間
お
よ
び
時
間

　
令
和
9
年
4
月
１
日（
木
）～

　
令
和
10
年
3
月
31
日（
金
）

　
午
前
7
時
30
分
～
午
後
6
時
30
分

　
（
日
曜
・
祝
日
・
令
和
9
年
12
月
29

日（
水
）～
翌
年
１
月
３
日
（
月
）を
除

く
）

●
場
所

　
飛
島
学
園
内
児
童
ク
ラ
ブ

●
対
象

　
飛
島
学
園
前
期
課
程
に
就
学
す
る
児

童
の
保
護
者
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る

方（
家
族
）が
就
労
等
の
た
め
不
在
と

な
る
家
庭
の
児
童

※
次
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
児
童
の
帰
宅
時
に
大
人（
20
歳
以
上
）

が
家
に
い
る
場
合

・
自
営
業
で
就
労（
勤
務
時
間
・
場
所
）

の
証
明
が
提
出
で
き
な
い
方

●
利
用
料

　
１
月
～
７
月
・
９
月
～
12
月

　
月
額
５
，
０
０
０
円

　
８
月

　
月
額
８
，
０
０
０
円

※
利
用
料
と
は
別
に
振
替
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。

●
提
出
書
類

・
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
請
書

・
就
労
証
明
書

※
父
母
お
よ
び
同
居
の
家
族
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

●
配
布
・
申
込
期
間

　
10
月
9
日
（
金
）～

10
月
30
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
6
時
30
分

　（
土
曜
・
日
曜
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

※
期
限
厳
守

●
留
意
事
項

・
平
日
は
学
校
か
ら
直
接
児
童
ク
ラ
ブ

へ
向
か
い
ま
す
が
、
帰
宅
時
は
保
護

者
の
迎
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
土
曜
・
学
校
休
業
日
に
お
け
る
児
童

の
送
迎
は
保
護
者
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
土
曜
・
学
校
休
業
日
の
昼
食
と
お
茶

は
各
自
で
持
参
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
飛
島
学
園
内
児
童
ク
ラ
ブ

児
童
ク
ラ
ブ
冬
休
み
利
用
案
内

　
令
和
８
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ
冬
休
み

利
用
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
利
用
案
内
等
を
10
月
9
日（
金
）か
ら

飛
島
学
園
内
児
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
し
ま

す
の
で
、
期
間
内
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

●
利
用
期
間
お
よ
び
時
間

　
12
月
23
日（
水
）
～

　
令
和
9
年
１
月
6
日
（
水
）

　
午
前
7
時
30
分
～
午
後
6
時
30
分

　（
日
曜
・
祝
日
・

12
月
29
日（
火
）
～

翌
年
1
月
3
日（
日
）を
除
く
）

●
場
所

　
飛
島
学
園
内
児
童
ク
ラ
ブ

●
対
象

　
飛
島
学
園
前
期
課
程
に
就
学
す
る
児

童
の
保
護
者
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る

方（
家
族
）が
就
労
等
の
た
め
不
在
と

な
る
家
庭
の
児
童

※
祖
父
母
が
同
居
し
て
い
る
場
合
で
も

利
用
可
能
で
す
。

●
利
用
料

・
12
月
23
日（
水
）
～
28
日（
月
）

　
月
額

　
２
，
５
０
０
円

・
1
月
4
日（
月
）
～
6
日（
水
）

　
月
額

　
２
，
５
０
０
円

※
利
用
料
と
は
別
に
振
替
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。

●
提
出
書
類

・
児
童
ク
ラ
ブ
一
時
利
用
申
請
書

・
就
労
証
明
書

・
そ
の
他
必
要
書
類

●
配
布
・
申
込
期
間

　
10
月
９
日（
金
）～

10
月
30
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
6
時
30
分

　（
土
曜
・
日
曜
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

※
期
限
厳
守

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
飛
島
学
園
内
児
童
ク
ラ
ブ

i n f o rm a t i o n
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令和9 年度

幼保連携型認定こ ども 園 飛島保育園

飛島村立第一保育所 利用申込み

●利用でき る施設

・ 幼保連携型認定こ ども 園　 飛島保育園

　（ 私立）

・ 飛島村立第一保育所（ 公立）

※村外にある 施設の利用を 希望する 方は、

すこ やかセン タ ー内福祉課までご相談く

ださ い。

●対象

　 保護者のいずれも が次の「 保育を 必要と

する 事由」 のいずれかに該当する 必要が

あり ます。

●保育を 必要と する事由

　 児童の家庭の状況が①〜⑦のいずれかに

該当する 場合

①就労（ 居宅外労働・ 居宅内労働）

②出産等

③疾病等

④看護・ 介護等

⑤災害

⑥求職活動

⑦就学

※保育を 必要と する 事由に該当し な い方

は、 申込場所へご相談く ださ い。

●申込みに必要な書類

①子ども のための教育・ 保育給付支給認

定申請書兼保育所等入所申込書

②食物アレ ルギーに関する 調査票

③「 保育を 必要と する事由」を 確認でき る

必要書類（ 就労証明書等）

④保育（ 利用）時間確認書

⑤申込書類提出にあたっ てのチェ ッ ク リ

スト

※提出書類およ び持ち 物の詳細について

は、 利用案内でご確認く ださ い。

●申込期間

　 1 1 月2 日（ 月）〜1 1 月3 0 日（ 月）

　 午前9 時〜午後5 時

　（ 土曜・ 日曜およ び祝日を 除く ）

※現在認定こ ども 園または保育所を 利用中

で、 令和9 年度も 引き 続き 利用を 希望さ

れる 方は、 1 月頃に継続の手続を 予定し

ていますので、 今回の申込みは必要あり

ません。

●申込場所

　 飛島保育園利用希望の方： 飛島保育園

　 第一保育所利用希望の方： すこ やかセン タ ー

内福祉課

●その他

　 利用者負担額（ 保育料・ 副食費）算定のた

め、 令和8 年度の住民税情報が必要と な

り ます。 令和8 年度の住民税申告を 済ま

せていない方は、 令和8 年1 月1 日時点に

住民票があっ た市町村で申告を し てく だ

さ い。

●問合せ先　 すこ やかセンタ ー内福祉課

　 村内の認定こ ども 園・ 保育所の令和9 年度にかかる 利用申込みを 受付し ます。

　 利用案内等を 1 0 月1 5 日（ 木）から 次の申込場所で配布し ますので、 必ずお受け取り のう え期

間内にお申込みく ださ い。

広報と びし ま／2 0 2 6 年1 0 月9
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骨髄・ 末梢
し ょ う

血幹細胞移植ド ナーへの助成

●対象者

・ 骨髄・ 末梢血幹細胞の提供時に村内に住所

を 有する ド ナー

・ ド ナー（ 個人事業主を 除く 。）が勤務する 国

内の事業所（ 国、 地方公共団体、 独立行政

法人、 地方独立行政法人、 国立大学法人お

よ び公立大学法人を 除く 。）

●助成内容

　 骨髄・ 末梢血幹細胞の提供のための次に該

当する通院等に要し た日数について、 ド ナー

にあっ ては1 日につき 2 万円を 、事業所にあっ

て は1 日につき 1 万円を 助成し ま す。（ 1 回の

骨髄・ 末梢血幹細胞の提供につき 7 日を 限度

と し ます。）

・ 健康診断に係る 通院

・ 自己血貯血に係る通院

・ 骨髄・ 末梢血幹細胞の採取に係る通院また

は入院

・ その他骨髄・ 末梢血幹細胞の提供に関し 、

公益財団法人日本骨髄バンク または医療機

関が必要と 認める通院、入院または面談（ た

だし 、 骨髄等の再手術またはこ れに関連し

た医療処置によ っ て生じ た健康障害に係る

通院等は除く 。）

●必要書類

・ 助成金交付申請書

　 民生部保健環境課で配布し ています。 また

は村公式ホームページから ダウン ロ ード で

き ます。

・ 公益財団法人日本骨髄バン ク が発行する 骨

髄・ 末梢血幹細胞の提供が完了し たこ と を

証する 書類（ 骨髄・ 末梢血幹細胞の提供の

ための通院等を し た日の記載がある も の）

・ ド ナーと の雇用関係を 証する 書類（ 事業所

が申請する 場合に限る。）

・ 振込通帳の写し

●その他注意点

　 公益財団法人日本骨髄バン ク が実施する 骨

髄バン ク 事業に限り ます。

　 骨髄・ 末梢血幹細胞の提供日から 起算し て

1 年以内に申請し てく ださ い。

●申請・ 問合せ先

すこ やかセン タ ー内保健環境課

韓
国
語
講
座

●
日
時

10
月
23
日（
金
）～

12
月
4
日（
金
）

毎
週
金
曜
日 

午
後
7
時
30
分
～
9
時

●
場
所

中
央
公
民
館
３
階 

第
３
・
４
会
議
室

●
対
象
・
定
員

在
住
・
在
勤
問
わ
ず
18
歳
以
上
の
方

10
名

●
参
加
費

3
，
5
０
０
円

●
持
ち
物

筆
記
用
具

●
申
込
期
限

10
月
14
日（
水
）

●
申
込
方
法

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
中
央
公

民
館
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
に
従
っ
て

申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費
は
初
回
の
教
室
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

中
央
公
民
館
内
生
涯
教
育
課

　 本村では、 骨髄・ 末梢血幹細胞提供者（ ド ナー）およびド ナーが勤務する事業所に対し 、 助成金

を交付し ています。

あいち電子申請・ 届出システム
「 令和8 年度韓国語講座」

村公式ホームページ
「 骨髄移植ド ナー支援事業」

i n f o rm a t i o n
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